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最最後後ままでで闘闘いい抜抜ここうう��

編 集 責 任
教 宣 部 長
坂本 浩明

集
会
は
山
�
組
織
部
長
の
司

会
で
始
ま
り
、
本
部
を
代
表
し

て
西
川
執
行
委
員
長
か
ら
今
次

確
定
闘
争
を
職
場
か
ら
大
衆
行

動
を
強
化
し
て
い
く
必
要
性
、

ま
た
品
川
工
場
で
起
き
た
派
遣

労
働
者
の
死
亡
事
故
を
引
き
合

い
に
出
し
な
が
ら
、
工
場
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
引
き
起
こ

し
た
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
、

安
心
、
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
強
く
訴
え
な
が
ら
、

確
定
闘
争
と
工
場
委
託
化
攻
撃

を
含
む
予
算
人
員
闘
争
連
動
さ

せ
て
闘
抜
く
決
意
を
こ
め
た
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
に
は
自
治
労
東
京
都
本

部
池
谷
委
員
長
が
参
加
さ
れ
、

民
主
党
政
権
に
な
っ
て
も
即
座

に
状
況
が
好
転
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
公
務
員
を
取
り
巻
く
状

況
は
依
然
厳
し
い
が
、
民
間
労

働
者
か
ら
は
公
務
員
の
賃
金
が

引
き
あ
が
る
こ
と
が
、
民
間
の

賃
金
相
場
引
き
上
げ
る
こ
と
と

な
り
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
都
本
部
市
町
職
の
現
業
職
は

東
京
清
掃
の
闘
い
を
注
視
し
て

い
る
等
激
励
と
力
強
い
連
帯
の

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

引
続
い
て
染
本
部
書
記
長
か

ら
人
事
委
員
会
勧
告
が
出
さ
れ

た
１０
月
８
日
以
降
の
区
長
会
と

団
体
交
渉
を
含
む
交
渉
の
内
容

の
経
過
報
告
が
さ
れ
、
依
然
隔

た
り
が
あ
る
状
況
認
識
が
示
さ

れ
、
最
後
に
本
部
、
支
部
が
一

丸
と
な
っ
て
、
「
取
ら
れ
た
物

は
取
り
返
す
」
と
い
う
気
概
で

戦
い
抜
く
決
意
を
表
明
し
ま
し

た
。

地
連
か
ら
の
決
意
表
明

続
い
て
、
第
一
地
連
か
ら
鈴

木
会
計
、
第
二
地
連
か
ら
松
丸

事
務
局
長
、
第
三
地
連
か
ら
増

田
議
長
、
第
四
地
連
か
ら
山
口

事
務
局
長
、
第
五
地
連
か
ら
は

早
瀬
議
長
か
ら
各
地
連
を
代
表

し
て
決
意
表
明
が
行
な
わ
れ
、

「
『
補
償
額
表
』
を
『
業
務
職

給
料
表
』
切
り
替
え
は
切
実
な

要
求
で
あ
り
、
要
求
実
現
ま
で

闘
う
」「
こ
れ
以
上
の
賃
下
げ

は
許
せ
な
い
。
家
族
の
た
め
に

も
が
ん
ば
る
」「
定
期
昇
給
が

無
い
な
か
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
を

抱
え
て
、
生
活
費
を
切
り
詰
め

て
い
る
。
区
長
会
は
雇
用
者
と

し
て
、
職
員
が
安
心
し
て
働
け

る
よ
う
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
」

等
切
実
な
実
態
を
含
め
力
強
い

決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

一
組
か
ら
の
決
意
表
明

そ
の
後
一
組
総
支
部
の
岩
田

書
記
長
か
ら
、「
工
場
の
委
託

化
が
品
川
工
場
の
死
亡
事
故
を

引
き
起
こ
し
た
大
き
な
要
因
で

あ
り
、
そ
の
後
の
一
組
当
局
対

応
は
非
常
に
問
題
が
あ
っ
た
。

ま
た
委
託
化
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
赤
字
化
し
て
い
る
に
も
拘

ら
ず
、
一
組
当
局
は
委
託
化
を

推
進
し
て
い
る
。
」
等
委
託
化

の
問
題
点
を
指
摘
し
、
今
次
確

定
闘
争
と
連
動
し
な
が
ら
闘
い

を
展
開
し
て
い
く
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

決
意
表
明
の
最
後
に
青
年
部

萩
原
書
記
長
か
ら
は
「
青
年
部

員
の
中
に
は
業
務
職
給
料
表
が

適
応
さ
れ
て
い
る
仲
間
が
い
る

が
月
手
取
り
が
１４
万
円
だ
。
将

来
に
展
望
を
持
て
る
職
場
に
す

る
た
め
青
年
部
も
先
頭
に
立
っ

て
闘
っ
て
い
く
」
と
い
う
力
強

い
決
意
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
纐
纈
副
委
員
長
か
ら

「
２
０
０
９
年
賃
金
闘
争
を
は

じ
め
と
す
る
秋
期
闘
争
を
全
組

合
員
の
総
力
で
闘
い
ぬ
く
決
議

案
」
の
提
案
が
あ
り
、
満
場
の

拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
西
川
委
員
長
か
ら
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
の
前
に
品
川

工
場
で
亡
く
な
ら
れ
た
日
下
さ

ん
に
対
し
て
、
集
会
参
加
者
全

員
で
の
黙
と
う
で
哀
悼
の
意
を

示
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
全
員

で
１
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
、

そ
の
後
闘
う
決
意
を
込
め
、
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
全
員
で
三
唱

し
、
第
一
波
決
起
集
会
を
終
え

ま
し
た
。

１０
月
８
日
に
特
別
区
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
て
、
当
日
に
要
請
行
動
、
２０
日

の
団
体
交
渉
で
わ
が
組
合
の
要
求
書
を
提
出
し
、
１１
月
５
日
ま
で
に
４
回
の
専
門
委

員
会
交
渉
、
ま
た
１１
月
２
日
に
は
第
３
回
団
体
交
渉
を
行
な
い
ま
し
た
。

交
渉
の
場
で
わ
が
組
合
は
勧
告
の
精
確
さ
に
対
す
る
疑
問
等
を
繰
り
返
し
指
摘
し
、

ま
た
、
今
次
確
定
闘
争
の
大
き
な
争
点
で
あ
る
「
保
障
額
表
」
か
ら
「
業
務
職
給
料

表
」
の
切
り
替
え
の
要
求
を
始
め
と
す
る
諸
要
求
を
生
活
実
態
、
職
場
実
態
を
訴
え

な
が
ら
、
強
く
求
め
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
区
長
会
か
ら
は
前
向
き
な
対
応
も

な
く
、
労
使
の
主
張
は
平
行
線
の
ま
ま
で
、
依
然
我
々
組
合
と
区
長
会
と
の
考
え
方

は
依
然
隔
た
り
が
大
き
く
あ
る
状
態
で
す
。

そ
う
し
た
な
か
、
１１
月
４
日
午
後
６
時
か
ら
全
電
通
会
館
で
「
０９
賃
金
確
定
闘
争

勝
利
第
一
波
総
決
起
集
会
」
を
４
５
６
名
の
仲
間
の
結
集
を
得
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
翌
５
日
の
第
五
地
連
を
皮
切
り
に
地
連
別
決
起
集
会
が
行
な
わ
れ
、
要
求
実

現
に
向
け
、
大
衆
行
動
を
強
化
し
よ
う
！

０９
賃
金
確
定

闘
争
特
集
号

経過報告をする染書記長
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